
●
2
月
23
日	

初
午
茶
会　

於 

高
田
馬
場
茶
道
会
館

●
2
月
27
日	

村
上
博
雅
師
W
F
B
Y（
全
日
本
仏
教
青

年
会
）会
長
就
任
祝
賀
会　

	
	

於 

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

●
3
月
6
日	

広
尾
祥
雲
寺
先
代
住
職
通
夜
（
翌
7
日

葬
儀
）

●
3
月
10
日	

東
日
本
大
震
災
第
十
三
回
忌
法
要

	
	

於 

茂
原
鷲
山
寺
❶❶

●
3
月
14
日	

（
一
社
）
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
総
会

	
	

於 

京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

●
3
月
16
日	

（
公
財
）
全
日
本
仏
教
会
・
仏
教
懇
話
会

	
	

於 

キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
ホ
テ
ル

●
3
月
16
日	

裏
千
家
好
日
会　

於 

東
京
道
場

	
     （

写
真
❷
は
4
月
19
日
に
百
歳
を
迎
え

ら
れ
る
裏
千
家
千
玄
室
大
宗
匠
）

●
3
月
21
日	

渡
部
憲
亮
師
送
別
会  

於 

八
幡
山
豊
利
乃

●
3
月
25
日	

新
木
場
ま
つ
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

	
	

於 

猿
江
別
院

●
3
月
26
日	

金
沢
本
因
寺
御
聖
誕
８
０
０
年
法
要
❸

●
３
月
29
日	

巧
学
院
川
口
日
唱
上
人
（
光
長
寺
第

七
十
六
世
・
法
華
宗
第
十
二
、
十
三
代

宗
務
院
総
長
・
西
之
坊
第
六
十
六
世
）

御
遷
化

●
３
月
29
日	

日
当
住
上
人
弔
問

●
4
月
3
日	

谷
中
鬼
子
母
神
真
源
寺
蓮
池
光
洋
住
職

ご
母
堂
蓮
池
栄
逝
去

　
　
　

４
日	

当
住
上
人
弔
問

●
4
月
5
日	

沼
津
市
大
本
山
光
長
寺
久
保
木
日
将
猊

下
晋
山
式

●
4
月
7
日	

烏
山
仏
教
会
花
ま
つ
り
（
稚
児
行
列
中

止
）
於 

妙
祐
寺

●
4
月
9
日	

敍
僧
都
❹

●
4
月
11
日	

法
華
宗
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
慰
霊
法
要

●
4
月
12
日	

第
1
0
4
回
宗
教
法
制
研
究
会

	
	

於 

赤
坂
見
付
D
A
Y
S

●
4
月
13
日	

第
10
回
納
骨
堂
建
設
委
員
会

●
4
月
21
日	

裏
千
家
淡
交
会
地
区
協
議
会

	
	

於 

椿
山
荘

●
4
月
24
日	

烏
山
乗
満
寺
15
代
若
坊
守
本
葬
儀

●
4
月
26
日	

代
々
木
白
蓮
山
立
正
寺
第
二
世
長
壽
院

日
龍
上
人
第
二
十
三
回
忌
法
要

	
	

御
導
師
同
寺
相
談
役
桂
林
寺
徳
永
永
真
上
人

●
5
月
2
日	

淡
交
会
東
京
第
6
東
支
部
茶
会

	
	

於 

明
治
記
念
館　

●
5
月
6
日	

猿
江
大
祭　

於 

猿
江
別
院 

❺

●
5
月
14
日	

第
11
回
納
骨
堂
建
設
委
員
会

●
5
月
17
日	

東
京
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
ロ
ー
タ
リ
ー
25
周
年

記
念
式
典　

於 

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

●
5
月
21
日	

親
鸞
聖
人
生
誕
7
5
0
年
・
開
宗

7
0
0
年
慶
讃
法
要　

於 

西
本
願
寺

●
5
月
24
・
25
日　

第
78
次
定
時
宗
会

●
5
月
27
日	

法
華
コ
モ
ン
ズ
大
平
寛
龍
先
生
講
演

	
	

於 

新
宿
常
円
寺

法要のご案内

孟蘭盆会施餓鬼法要
7月16日（日）　

コロナウイルス感染の拡大防止のため、感染対策を十分に行い奉修いたします。

鵠
沼
・
晴
明
庵	

4
月
20
日  

報
恩
法
要

猿
江
・
猿
江
別
院	

4
月
13
日  

写
経
会

　真鍋氏（当山世話人）は昭和 62 年世田谷区議会議員初当
選して、今回の当選により任期 6 期目を迎えました。京王線
の踏切解消事業の早期実現、世田谷の商業・工業、農業の
振興などを政策に掲げ、世田谷区に貢献して参りました。
（写真は当選祈願に来山の真鍋氏と当住上人）

　大槻氏は、相模原市議会議員当選に
より任期４期目を迎えました。
　公約「暮らしを守り、未来を創る。」
の実現に向けてスタートしました。

　川越市議会で活動して5期20年の山木
氏は、今後も健全な市政運営を目指すと
のことです。

新孟蘭盆会法要（新盆）　午前11時
孟蘭盆会法要　午後 2 時　
動物諸霊法要：正午

高
速
の
遠
く
動
か
ぬ
お
ぼ
ろ
山

春
未
だ
悲
し
き
鐘
の
十
三
忌

異
国
人
三
条
橋
の
春
を
行
く

白
川
の
水
面
に
触
れ
る
花
の
枝

本
山
の
石
段
に
舞
う
花
弁
か
な

花
や
か
に
春
を
装
ふ
化
粧
箱

春
家
族
旅
の
座
席
に
向
か
い
合
い

み
す
ず
か
る
奥
山
に
咲
く
山
桜

友
席
主
船
花
入
れ
の
夏
来
る　

鴉
鵠

11月3日（祭・金）
稚児行列　午後1時　　 御会式・記念法要　午後２時

俳
句
事
始  

弥
生
・
卯
月
・
皐
月

お会式・昭和新本堂落慶40周年記念法要

53No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 
〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp令和 5年 6月 1日発行

　

妙
壽
寺
昭
和
新
本
堂
が
本
年
40
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、

先
代
上
人
梅
原
法
順
（
日
順
）
は
、
法
類
で
あ
り
ま
し
た

瑞
光
寺
の
高
村
法
顕
（
日
倞
）
上
人
と
昭
和
59
年
5
月
の

本
堂
落
慶
入
仏
慶
讃
大
法
要
に
ご
住
職
か
ら
お
誘
い
を
受

け
、
随
喜
参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
来
山

し
た
の
で
婦
人
会
の
方
々
が
、
大
変
良
く
ご
接
待
し
て
頂
き

有
難
く
感
謝
し
た
と
話
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

師
父
先
代
法
順
上
人
は
、
妙
壽
寺
の
日
照
上
人
御
弟
子

の
横
須
賀
妙
法
精
神
教
会
担
任
楠
山
妙
道
尼
が
師
僧
で
、

出
身
地
は
茨
城
県
波
崎
町
（
神
栖
市
）
で
す
。
得
度
は
昭

和
４
年
19
歳
で
僧
名
法
順
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

銚
子
市
妙
法
精
神
教
会
，
楠
山
妙
悦
尼
の
も
と
修
行
し
て

昭
和
7
年
22
歳
で
八
大
龍
王
神
を
守
護
神
と
し
て
感
得
致

し
ま
し
た
。
24
歳
時
に
同
9
年
5
月
10
日
、
本
門
法
華
宗

楠
山
妙
道
徒
弟
と
し
て
僧
籍
登
録
。
そ
し
て
師
僧
楠
山
妙

道
尼
に
つ
き
修
行
中
同
12
年
6
月
18
日
を
以
っ
て
27
歳
で

八
大
龍
王
を
勧
請
。
寒
行
に
つ
い
て
は
同
11
年
１
月
1
日

か
ら
翌
年
2
月
10
日
ま
で
荒
行
を
実
施
成
満
。
荒
行
中
、

護
身
用
に
鬼
子
母
神
を
自
刻
し
勧
請
し
ま
し
た
。
ま
た
本

門
法
華
宗
の
担
任
資
格
証
明
書
を
同
15
年
3
月
15
日
付
30

歳
で
拝
受
し
ま
し
た
（
教
師
資
格
を
得
て
か
ら
横
須
賀
妙

法
精
神
教
会
の
助
教
師
を
務
め
る
）。
さ
ら
に
本
門
法
華
宗

（
所
属
教
会
）
逗
子
妙
法
精
神
教
会
を
30
歳
で
逗
子
町
逗
子

に
同
15
年
4
月
12
日
に
設
立
し
布
教
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
新
道
路
建
設
工
事
に
関
連
し
て
同
26
年
12
月
20
日
41
歳

で
逗
子
市
沼
間
の
現
在
地
に
移
転
し
布
教
活
動
を
行
い
ま
し

た
が
、
平
成
11
年
2
月
20
日
90
歳
に
て
遷
化
し
ま
し
た
。

　

師
父
日
順
上
人
遷
化
後
、
私
は
翌
年
1
月
に
40
年
程
勤

務
し
た
会
社
を
定
年
退
職
し
ま
し
た
。
昭
和
31
年
４
月
8

日
梅
原
正
隆
と
し
て
得
度
し
、
同
33
年
7
月
31
日
に
僧
籍

登
録
。
当
教
会
を
継
承
す
る
た
め
に
、
平
成
11
年
6
月
8

日
付
で
特
別
代
務
者
に
な
り
、
そ
の
後
、
三
吉
廣
明
上
人

か
ら
お
話
を
頂
き
、
同
12
年
3
月
15
日
に
初
め
て
妙
壽
寺

へ
来
山
致
し
ま
し
た
。
法
要
の
時
に
は
園
田
顕
敦
師
に
諸
作

法
を
教
わ
り
勤
め
ま
し
た
。
ま
た
寺
務
的
な
仕
事
も
あ
り
、

正
隆
会
ウ
ォ
ー
ク
開
催
の
下
見
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
お
陰
様
で
奉
職
23
年
を
迎
え
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
感
謝
致
し
ま
す
。
安
田
顕
實
師
が
平
成
27

年
10
月
28
日
88
歳
で
遷
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
大

坪
顕
孝
師
と
私
で
毎
月
各
々
2
回
、
晴
明
庵
刀
自
の
方
々

の
霊
位
に
ご
回
向
を
致
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
身
体
が
許

す
限
り
続
け
ま
す
。	

合
掌

No.10リレーコラム

師父のこと  当山職員 梅原正隆

当山檀信徒の当山檀信徒の
　真鍋欣之　真鍋欣之氏 氏 世田谷区議会議員、世田谷区議会議員、
　大槻和弘　大槻和弘氏 氏 相模原市議会議員相模原市議会議員
　　山木綾子山木綾子氏氏 川越市議会議員 川越市議会議員

選挙に当選選挙に当選

当山組寺入谷鬼子母神・真源寺では、4年ぶりに当山組寺入谷鬼子母神・真源寺では、4年ぶりに
7月 6〜 8日（木・金・土）7月 6〜 8日（木・金・土）に入谷朝顔市が開催されますに入谷朝顔市が開催されます

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

当住上人
の

宗務院宗務院 diarydiary

3/3,  3/8,  4/19,  5/12,  5/23   内局会議
3/3  	 学林卒業式・学務協　於 興隆学林
3/9  	 布教部との会合
3/15	 第33回教学研究発表大会　於 京都キャンパス
4/11	 奉賛会総務会・責任役員会議　賛は讃でなない？
4/18 	法華宗連絡会カレンダー会議　於 宗務院
4/28  興隆学林講演会　於 尼崎都ホテル
5/15	 全日仏監査会
5/23  責任役員会議・議事運営会委員会

❶❶

❷❷❹❹

❸❸

❺❺

猿江別院御写経会

9 月13日（水）	 正隆会旅行
　～15日（金）	 日蓮聖人佐渡御出立 ＆
	 御赦免750年団参旅行
	 　　詳細は当山までお問合わせください。

11月12日（日）	 竹灯籠能 ＆ 落語会 詳細は次号にて掲載

※毎回、木曜日 13時～19時　参加費：500円

8月24日(木)  10月5日(木)  12月14日(木)

7 月 8日	 写経会

8 月	 	 休会

9月 13日	 日蓮聖人佐渡御出立＆
　〜 15日	 御赦免 750年団参旅行

10月 7日	 勉強会「法華経へのいざない」拝読 3　

11月11日	 勉強会「法華経へのいざない」拝読 4　

12月 9日	 勉強会「法華経へのいざない」拝読 5　

　当山では、毎月第2土曜日午後2時よ
り月例講正隆会を開催しております。仏教
や法華経についての勉強会や写経会、また
ウォーキング課外活動を行っています。檀
信徒、ご友人どなたでも参加できます。例
会では、毎回1時半より正隆廟墓前法要
を奉修しております。午後 2時開催

新型コロナウイルス感染拡大防止のため離隔距離をとり、実施いたします。

3 尺×4 尺＝6 基
3 尺×3 尺＝6 基
2 尺×2 尺＝8 基

詳細は当山までお問い合わせ
ください。

新規墓所
ご 案 内

予告
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石
塚
泰
道
師

大
坪
顕
孝
師

河
野
通
則
氏

昭
和
新
本
堂
落
慶
40
周
年
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

聞
き
手 

三
吉
廣
明
上
人

令
和
5
年
4
月
14
日
　
於
　
横
浜
・
馬
車
道
　
神
奈
川
新
聞
社

須
藤
浩
之
氏�（
神
奈
川
新
聞
社
　
代
表
取
締
役
社
長
）

須
藤
家
と
妙
壽
寺

住
職　

今
日
は
、
以
前
か
ら
須
藤
さ
ん
と
お
会
い
す
る

の
が
念
願
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
横
浜
の
地
ま
で
出
向

か
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
と
須
藤
さ
ん
は
、お
檀
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
「
二

従
兄
弟
（
ふ
た
い
と
こ
）」
と
い
う
こ
と
で
、
私
の
父

と
須
藤
さ
ん
の
お
母
様
は
い
と
こ
同
士
で
す
ね
。

須
藤
浩
之
氏
（
以
下
、
敬
称
略
）　

そ
う
で
す
。

住
職　

神
奈
川
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長
の
ご
就
任
か

ら
何
年
に
な
り
ま
す
か
。

須
藤　

こ
の
６
月
で
丸
２
年
で
す
。

住
職　

そ
う
で
す
か
。
ち
ょ
っ
と
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、

ご
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

須
藤　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

住
職　

後
ほ
ど
神
奈
川
新
聞
社
さ
ん
の
件
は
お
伺
い
す

る
と
し
ま
し
て
、
私
の
叔
母
（
三
吉
恵
子
）
も
昨
年
の

２
月
12
日
、
88
歳
で
逝
去
い
た
し
ま
し
た
。
お
母
様
も

お
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
同
じ
年
だ
っ
た
で
す
ね
。

須
藤　

そ
う
で
す
ね
。
昨
年
の
３
月
29
日
に
87
歳
で
逝

去
い
た
し
ま
し
た
。

住
職　

で
は
、
ひ
と
月
半
後
で
す
ね
。
と
も
か
く
い
と

こ
同
士
で
仲
よ
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
叔

母
の
父
親
（
日
照
上
人
）、
つ
ま
り
私
の
祖
父
が
、
妙

壽
寺
が
深
川
時
代
に
伊
東
深
水
画
伯
と
大
変
親
友
で

あ
っ
た
と
。
今
度
は
そ
の
子
供
同
士
、
娘
同
士
が
大
変

親
し
く
な
り
、
伊
東
画
伯
が
父
親
で
あ
る
朝
丘
雪
路
さ

ん
と
私
ど
も
の
叔
母
が
昵
懇
で
し
た
。
そ
の
芸
能
関
係

で
、
よ
く
須
藤
さ
ん
の
お
母
様
と
連
れ
立
っ
て
、
演
劇

や
歌
舞
伎
を
観
に
行
っ
た
り
、
そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
大
変
あ
り
が
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

須
藤　

母
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
「
恵
子
ち
ゃ
ん
、
恵
子

ち
ゃ
ん
」
と
慕
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
あ
と
、
大
学
生

時
代
、
妙
壽
寺
さ
ん
か
ら
京
都
の
お
寺
を
紹
介
し
て
い

た
だ
い
て
、
母
と
恵
子
叔
母
さ
ん
の
二
人
で
１
週
間
か

10
日
ほ
ど
、
そ
の
お
寺
に
泊
ま
っ
て
観
光
旅
行
し
た
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
非
常
に
良
い
思
い
出
で
、
大

名
旅
行
と
は
言
い
ま
せ
ん
け
ど
、
美
味
し
い
も
の
を
ご

ち
そ
う
に
な
っ
た
り
、
京
都
市
内
の
名
所
を
ご
案
内
い

た
だ
い
た
り
と
思
い
出
に
残
る
旅
行
だ
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
母
と
恵
子
さ
ん
の
若
い
頃
の
写
真
を
見
る
と
姉

妹
の
よ
う
で
、
そ
っ
く
り
で
す
ね
。

住
職　

ま
あ
、
い
と
こ
同
士
で
す
か
ら
ね
。
私
が
調
布

の
お
じ
様
（
三
吉
豊
久
氏
）
で
記
憶
に
残
る
の
は
、
妙

壽
寺
は
割
と
お
弟
子
さ
ん
と
か
も
い
て
、
日
照
上
人
の

時
代
は
大
所
帯
で
し
た
。
や
は
り
住
職
の
奥
さ
ん
の
実

弟
と
い
う
お
立
場
で
、
お
弟
子
さ
ん
た
ち
は
、
調
布
の

お
じ
さ
ん
が
来
る
と
い
う
と
み
ん
な
緊
張
す
る
と
い
う

感
じ
だ
っ
た
と
い
う
の
を
聞
い
て
い
ま
す
。
私
が
お
じ

様
を
非
常
に
意
識
し
た
の
は
、
昭
和
44
年
１
月
28
日
に
、

私
の
父
が
急
性
心
臓
病
で
急
逝
（
遷
化
）
し
ま
し
た
が
、

亡
く
な
っ
て
病
院
か
ら
戻
っ
て
、
そ
こ
に
調
布
の
お
じ

様
が
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
て
、「
ば
か
や
ろ
う
」
と
、

「
お
ま
え
、
何
で
こ
ん
な
に
早
く
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ

た
ん
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
ば
か
や
ろ
う
」
と

い
う
声
は
本
当
に
今
で
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。
俺
よ

り
先
に
逝
き
や
が
っ
て
み
た
い
な
こ
と
が
も
の
す
ご
く

感
じ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
お
じ
様
に
と
っ
て
私
の
父
は

血
を
分
け
た
甥
っ
こ
で
、
本
当
に
か
わ
い
が
っ
て
い
た

だ
い
た
よ
う
で
す
。

　

私
の
い
と
こ
の
佐
々
木
和
子
さ
ん
の
ご
主
人
で
あ
る

佐
々
木
上
人
が
い
つ
も
よ
く
言
っ
て
い
た
の
は
、「
本

当
に
最
後
の
旦
那
だ
ね
」
と
。
だ
っ
て
１
週
間
に
１
回

ぐ
ら
い
床
屋
さ
ん
に
通
っ
て
い
た
し
、
も
う
調
布
の
お

じ
様
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
今
考
え
る
と
北
村
西
望
（
昭
和

を
代
表
す
る
彫
刻
家
の
一
人
）
の
御
木
本
幸
吉
翁
像
の

よ
う
な
感
じ
で
す
。

須
藤　

う
ち
の
祖
父
（
豊
久
）
が
言
っ
て
い
た
の
は
、

や
っ
ぱ
り
戦
争
前
が
一
番
人
生
の
華
で
戦
中
・
戦
後
は

苦
労
し
た
と
。

住
職　

須
藤
さ
ん
は
横
浜
の
ど
こ
に
お
住
ま
い
で
す
か
。

須
藤　

私
は
生
ま
れ
て
か
ら
ほ
ぼ
現
在
の
住
ま
い
、
保

土
ヶ
谷
区
の
常
盤
台

に
住
ん
で
い
ま
す
。

住
職　

須
藤
さ
ん
の

ほ
う
で
調
布
の
お
じ

様
か
ら
ご
先
祖
の

話
を
聞
い
て
お
ら

れ
ま
す
か
。

須
藤　

い
や
、
全

然
な
く
て
。
祖
父
は
、
お
寺
は
継
ぎ
た
く
な
か
っ
た
と

誰
か
言
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
ね
。

住
職　

そ
れ
は
も
う
周
知
の
話
ら
し
い
で
す
ね
。

横
浜
は
「
３
日
住
め
ば
、
浜
っ
子
」
と

い
う
地
域
性

住
職　

須
藤
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
は
す
ぐ
に
神
奈
川

新
聞
社
に
入
社
さ
れ
た
の
で
す
か
。

須
藤　

え
え
、
そ
う
で
す
。

住
職　

会
社
で
は
よ
く
何
々
畑
と
い
い
ま
す
け
ど
、
ど

う
い
う
部
署
に
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。

須
藤　

私
は
営
業
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。新
聞
社
の
社
長
っ

て
、
営
業
出
身
は
、
私
以
外
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
ね
。
み
ん
な
新
聞
記
者
出
身
の
人
ば
か
り
で
す
か
ら
。

住
職　

営
業
と
い
う
の
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
お
仕
事

を
さ
れ
る
の
で
す
か
。

須
藤　

広
告
の
営
業
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
ほ
か
に
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
と
か
。
今
は
休
止
中
で
す
が
、
毎
年
8
月

に
横
浜
港
で
行
っ
て
い
た
「
神
奈
川
新
聞
花
火
大
会
」

の
主
催
や
、
就
職
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
印
刷
物
の
営
業

も
や
り
ま
し
た
。

住
職　

そ
う
で
す
か
。
こ
れ
は
決
し
て
悪
く
言
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
集
ま
り
の
な

か
で
、
横
浜
出
身
の
方
は
、「
神
奈
川
で
は
な
く
て
横

浜
で
す
」
と
、
確
固
た
る
感
じ
で
横
浜
の
出
身
と
言
い

ま
す
ね
。

須
藤　

千
葉
県
出
身
の
マ
ツ
コ
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
さ
ん

が
怒
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
横
浜
の
人
間
は
プ
ラ
イ
ド
ば

か
り
高
い
と
。
で
も
、
し
ょ
せ
ん
横
浜
は
、
開
港
が

1
8
5
9
年
で
す
か
ら
ま
だ
1
6
4
年
で
す
。
だ
か

ら
、
京
都
や
東
京
に
比
べ
て
歴
史
が
浅
い
。
あ
と
、
日

本
中
か
ら
多
く
の
人
が
今
も
集
ま
っ
て
く
る
の
で
、
よ

く
言
う
の
が
「
３
日
住
め
ば
浜
っ
子
」
だ
と
。
だ
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
人
を
排
斥
し
な
い
受
け
入
れ
る
文
化
が
あ

り
ま
す
。
私
ど
も
の
社
員
は
、
い
ろ
い
ろ
な
雇
用
形
態

で
3
0
0
人
ち
ょ
っ
と
い
ま
す
が
、
多
分
、
江
戸
時

代
か
ら
横
浜
に
住
ん
で
い
る
家
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と

思
い
ま
す
。

住
職　

本
当
に
素
朴
な
漁
村
み
た
い
な
感
じ
だ
っ
た
ん

で
す
か
ね
、
最
初
は
。

須
藤　

開
港
前
の
横
浜
は
東
京
湾
に
あ
る
平
均
的
な
漁

村
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
、
先
ほ
ど
の
、
横
浜
の
人

は
神
奈
川
県
と
言
わ
な
い
と
い
う
の
に
は
理
由
が
あ
っ

て
、
横
浜
市
は
政
令
指
定
都
市
な
の
で
、
子
供
の
頃
か

ら
住
所
を
必
ず
「
横
浜
市
」
か
ら
書
く
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
横
浜
市
は
神
奈
川
県
に
あ
る
と
気
づ
い
た
の
は
小

学
校
に
上
が
っ
て
か
ら
で
す
。（
笑
）

I
T
時
代
の
新
聞
報
道
の
あ
り
方

住
職　

神
奈
川
新
聞
の
起
源
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

須
藤　

今
年
で
創
業
1
3
3
年
で
す
。
多
く
の
地
方

紙
も
そ
の
ぐ
ら
い
に
創
業
し
て
い
ま
す
が
、
大
体
が
当

時
の
自
由
民
権
運
動
に
触
発
さ
れ
て
政
治
的
な
意
味
の

新
聞
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
わ
が
社
は
、
横
浜
港
の

貿
易
は
開
港
し
て
し
ば
ら
く
は
外
国
人
商
人
が
仕
切
っ

て
い
て
、
日
本
人
商
人
は
弱
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
横
浜

商
人
が
一
致
団
結
し
て
自
主
独
立
す
る
こ
と
が
必
要
と

訴
え
て
創
業
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
経
済
紙
的
要
素
の
強

い
新
聞
で
し
た
。

住
職　

あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。

須
藤　

だ
か
ら
、
創
刊
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
の
新
聞
と

い
う
の
は
、
横
浜
市
内
は
関
東
大
震
災
や
横
浜
大
空
襲

で
被
災
し
た
の
で
、
出
て
く
る
の
は
当
時
の
生
糸
の
産

地
で
あ
る
福
島
県
や
岐
阜
県
な
ど
の
旧
農
家
か
ら
で
す
。

当
時
の
我
社
は
生
糸
な
ど
の
輸
出
品
の
相
場
情
報
な
ど

を
主
に
報
道
す
る
新
聞
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
想
像
す
る

に
、生
糸
が
高
い
と
き
は
、多
分
産
地
か
ら
生
糸
を
送
っ

て
、
安
い
と
き
は
生
糸
を
産
地
で
保
管
し
て
お
い
た
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

住
職　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
ね
。

須
藤　

私
が
入
社
し
た
こ
ろ
は
、
こ
こ
関
内
に
印
刷

工
場
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
県
内
の
綾
瀬
市
に
あ
り

ま
す
。
移
設
し
て
も
う
35
年
に
な
り
ま
す
。
関
内
は
横

浜
開
港
時
、
多
く
の
貿
易
商
人
が
集
ま
る
日
本
の
貿
易

の
中
心
地
で
し
た
が
、
今
は
風
景
が
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま

し
た
。
新
聞
社
も
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
、
特
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

我
社
を
含
め
紙
の
新
聞
は
ど
ん
ど
ん
部
数
が
減
っ
て
き

て
い
て
、
一
生
懸
命
に
紙
も
守
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

ス
マ
ホ
な
ど
で
読
め
る
電
子
版
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
但
し
、多
く
の
方
が
、ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
ニ
ュ
ー

ス
は
た
だ
で
見
ら
れ
る
と
い
う
感
覚
で
す
ね
。
だ
か
ら
、

お
金
を
払
っ
て
ま
で
読
め
る
電
子
版
の
普
及
に
今
苦
労

し
て
い
ま
す
。

住
職　

一
般
の
人
た
ち
が
今
全
部
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

力
で
何
か
物
を
編
集
し
た
り
、
そ
れ
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ス

も
一
般
の
人
が
ど
ん
ど
ん
ア
ッ
プ
す
る
。
こ
れ
か
ら
そ

の
辺
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。
今
後
、
新

聞
社
と
し
て
ど
の
よ
う
に
社
会
の
役
に
立
つ
立
ち
位
置

の
よ
う
な
も
の
を
お
考
え
で
す
か
。

須
藤　

先
ほ
ど
言
っ
た
通
り
、
多
く
の
方
が
個
人
的
に

ニ
ュ
ー
ス
を
配
信
し
た
り
、
動
画
を
配
信
し
た
り
す
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、
事
実
と
違
う
情
報
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

住
職　

多
い
で
す
ね
。

須
藤　

偏
っ
た
意
見
に
な
り
が
ち
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

何
が
中
立
な
の
か
、
正
し
い
の
か
と
い
う
の
は
、
や
は

り
我
々
新
聞
社
が
事
実
を
客
観
的
に
取
材
し
て
報
道
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
々
は
、

こ
れ
ま
で
、
読
者
の
皆
さ
ん
へ
一
方
的
に
自
分
た
ち
の
価

値
観
に
基
づ
き
報
道
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
は
双
方
向
の
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
地

域
の
皆
さ
ん
が
何
を
求
め
て
、
何
を
知
り
た
い
の
か
と

い
う
の
が
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
と
共
に
だ
ん
だ
ん
と
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
基
づ
い
て
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
ニ
ュ
ー
ス
、
私
ど

も
は
神
奈
川
新
聞
で
す
か
ら
、
神
奈
川
県
内
の
ニ
ュ
ー

ス
を
届
け
て
い
く
事
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
取

も
御
社
の
ほ
う
で
い
ろ
い
ろ
な
関
わ
り
を
持
っ
て
、
報

道
面
に
も
影
響
が
あ
り
ま
す
ね
。

須
藤　

今
年
は
今
の
と
こ
ろ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
が
好
調
で

す
。
こ
の
ま
ま
優
勝
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
我
社
の
業
績

に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。

新
聞
報
道
と
宗
教
に
つ
い
て

住
職　

最
後
に
、
報
道
の
お
立
場
で
い
て
、
宗
教
に
つ

い
て
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

須
藤　

宗
教
に
つ
い
て
思
う
と
こ
ろ
は
、
人
と
人
が
直

接
に
会
い
話
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
で
し
ょ
う
か
。
先

ほ
ど
Ｉ
Ｔ
時
代
が
云
々
と
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
コ
ロ

ナ
禍
や
働
き
方
改
革
が
加
わ
り
ま
し
た
。
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
な
ど
で
人
と
人
が
対
面
し
な
く
て
も
こ
と
が
進

ん
で
き
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
リ
ゾ
ー
ト
地
な
ど
好

き
な
場
所
で
の
勤
務
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
る

な
ど
利
点
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

我
社
も
「
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
」
を
各
部
署
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
で
も
一
方
で
、
果
た
し
て
人
と
人
が
対

面
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
良
い
の
か
？
と
疑

問
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
番
の
例
が
、
リ
モ
ー

ト
飲
み
会
っ
て
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

住
職　

は
い
。

須
藤　

あ
れ
、
全
然
盛
り
上
が
ら
な
い
で
す
ね
。
あ
れ

は
、
私
だ
け
が
盛
り
上
が
ら
な
い
の
か
と
思
っ
た
ら
、

若
い
人
た
ち
も
あ
ん
な
も
の
嫌
だ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収

ま
っ
て
く
る
と
夜
の
街
に
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
ま
し
た

ね
。
や
っ
ぱ
り
人
と
対
面
す
る
大
切
さ
と
い
う
の
を
改

め
て
知
っ
た
の
か
な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
ね
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
と
共
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
人
と
人
が
つ

な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
け
ど
、
か
え
っ
て
現
代
は
人
の

孤
独
と
い
う
の
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
様
な
気
が

し
ま
す
。
自
殺
す
る
人
の
数
は
減
ら
な
い
で
す
ね
。

住
職　

そ
う
で
す
ね
。

須
藤　

だ
か
ら
、
逆
に
こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
宗

教
が
見
直
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
人
は
生
き
て

い
る
限
り
悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
宗
教
者
の

皆
さ
ん
に
は
多
く
の
人
と
対
面
し
て
、
そ
の
悩
み
を

聞
い
て
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
我
々
一
般
人
は
、
ふ
だ
ん
の
悩
み
や
将
来
の
不
安

な
ど
を
直
接
に
宗
教
者
へ
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

何
か
心
が
洗
わ
れ
る
と
い
う
か
、
軽
く
な
っ
て
ま
た
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
気
持
ち
に
な
れ

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
宗
教
者
の
方

は
、
街
に
出
て
、
人
と
会
う
機
会
を
増
や
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
我
々
新
聞
社
の
人
間
も
街
に
出
て
多
く

の
方
と
出
会
う
こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
の

生
活
圏
に
あ
る
寺
院
で
も
、
座
禅
会
と
か
写
経
会
と
い

ろ
い
ろ
や
っ
て
い
ま
す
。
私
も
時
間
が
で
き
た
ら
是
非

と
も
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
職　

五
、六
年
前
に
深
川
に
猿
江
別
院
を
再
興
し
ま

し
て
、
ふ
た
月
に
1
回
、
写
経
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

結
構
下
町
の
お
檀
家
さ
ん
が
多
い
も
の
で
す
か
ら
、
や

は
り
継
続
す
る
こ
と
も
大
事
か
な
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
思
っ
て
お
り
ま
す
。

須
藤　

若
い
人
も
も
っ
と
気
軽
に
参
加
し
て
欲
し
い
で

す
ね
。
若
い
人
こ
そ
い
ろ
ん
な
悩
み
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
ら
ね
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
で
す
が
、
な
か

な
か
そ
れ
で
は
人
の
悩
み
は
解
決
し
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

住
職　

そ
れ
で
は
須
藤
さ
ん
、
貴
重
な
お
時
間
を
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

須
藤　

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
了
）

材
記
者
も
今
ま
で
以
上
に
読
者
が
何
を
知
り
た
い
の
か

を
十
分
に
知
っ
た
上
で
取
材
活
動
を
し
て
ほ
し
い
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

住
職　

東
京
で
昔
お
世
話
に
な
っ
た
ご
婦
人
が
逗
子
に

住
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
彼
女
が
、
と
も
か
く
神
奈
川

新
聞
は
面
白
い
と
い
う
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
私
ど
も
東

京
に
い
ま
す
と
、
確
か
に
三
大
新
聞
で
も
東
京
版
の

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
に
根
差
し
て
い
る
と

い
う
意
味
で
は
何
か
薄
ま
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
ん
で

す
ね
、
私
か
ら
す
る
と
。
そ
う
い
う
点
で
、
多
分
彼
女

は
本
当
に
神
奈
川
で
、
自
分
が
ど
こ
に
出
か
け
よ
う
と

か
、
ど
こ
で
何
し
た
い
と
か
と
い
う
こ
と
の
糧
に
な
る

の
で
、
神
奈
川
新
聞
は
面
白
い
な
と
。
そ
れ
は
意
識
さ

れ
て
い
る
面
は
あ
り
ま
す
か
。

須
藤　

こ
の
間
の
日
曜
日
は
統
一
地
方
選
挙
が
あ
っ
て
、

そ
う
す
る
と
や
は
り
う
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
カ
ナ

ロ
コ
」
の
ア
ク
セ
ス
が
上
が
っ
た
り
紙
の
新
聞
も
売
れ

た
り
し
ま
す
。
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
我
々
が

思
っ
て
い
る
以
上
に
他
紙
が
報
道
出
来
な
い
地
元
の
詳

細
な
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
関
心
の
高
さ
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、
県
内
の
政
治
情
報
、
事
件
・
事
故
も

ア
ク
セ
ス
を
集
め
ま
す
し
、
こ
の
街
に
こ
う
い
う
建
物

が
で
き
た
と
か
、
こ
う
い
う
開
発
が
進
む
と
い
う
経
済

的
な
記
事
も
ア
ク
セ
ス
を
集
め
ま
す
。

　

意
外
と
街
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
と
い
う
の
も
読
ま
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
高
校
生
が
道
に
倒
れ
て
い
た
お
じ
い

ち
ゃ
ん
を
同
級
生
や
地
域
の
方
と
連
携
し
て
介
抱
し
て

命
が
助
か
っ
た
と
か
、
そ
ん
な
心
温
ま
る
話
と
い
う
の

も
結
構
読
ま
れ
る
し
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

住
職　

な
る
ほ
ど
。
そ
う
で
す
か
。

須
藤　

こ
の
関
内
で
は
再
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
街
の
再
開
発
の
よ
う
な
も
の
は
結
構
み
ん

な
知
り
た
い
ん
だ
な
と
。
あ
と
、
教
育
関
係
で
す
か
ね
。

東
京
も
そ
う
で
す
が
、
子
供
の
数
が
減
っ
て
い
る
の
で
、

学
校
の
合
併
の
話
な
ん
か
も
結
構
関
心
が
高
い
で
す
し
、

入
試
制
度
が
変
わ
る
話
も
ア
ク
セ
ス
数
が
増
え
ま
す
ね
。

住
職　

須
藤
さ
ん
は
こ
の
神
奈
川
新
聞
の
代
表
と
い
う

こ
と
で
、
地
方
紙
の
会
と
い
う
の
は
あ
る
の
で
す
か
。

須
藤　

日
本
新
聞
協
会
と
共
同
通
信
社
の
理
事
会
が
一

月
に
１
回
、
東
京
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
各
社
の
社

長
さ
ん
が
集
ま
り
様
々
な
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

住
職　

で
も
、
い
わ
ゆ
る
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
と
い
う

か
ホ
ー
ム
と
い
う
か
、
ア
メ
リ
カ
だ
と
ス
ポ
ー
ツ
で
地

方
愛
と
い
う
の
が
す
ご
く
あ
り
ま
す
ね
。
球
団
の
横
浜

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
辺
り
は
ど
う
で

す
か
。

須
藤　

今
、
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
運
営
会
社
は
Ｄ

ｅ
Ｎ
Ａ
と
い
う
会
社
で
す
。
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
が
運
営
会
社

に
な
っ
て
、
フ
ァ
ン
が
多
く
な
り
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
に

す
ご
く
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ

さ
ん
の
戦
略
に
女
性
フ
ァ
ン
を
増
や
す
と
い
う
施
策
が

あ
っ
て
、
女
性
の
入
場
者
に
レ
プ
リ
カ
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
配
っ
た
り
、
ス
タ
ジ
ア
ム
内
の
女
性
用
ト
イ
レ
の
数

を
増
や
し
た
り
し
て
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。
女
性
が

増
え
れ
ば
、
つ
ら
れ
て
男
性
も
増
え
る
と
い
う
事
で
す

（
笑
い
）。
我
社
も
見
習
う
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。

住
職　

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
も
神
奈
川
県
で
何
チ
ー
ム
か

あ
り
ま
す
ね
。

須
藤　

横
浜
Ｆ
マ
リ
ノ
ス
、
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
、
横

浜
Ｆ
Ｃ
と
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
な
ど
、
県
内
に
は
Ｊ
リ
ー

グ
の
チ
ー
ム
が
６
チ
ー
ム
あ
り
ま
す
。
女
性
の
プ
ロ

チ
ー
ム
「
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ
」
も
あ
り
ま
す
。

住
職　

そ
ん
な
に
あ
る
ん
で
す
か
。
そ
う
い
う
こ
と
に
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